
口腔・咽頭がん罹患率と死亡人数推移の出典元：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（厚生
労働省人口動態統計）口腔がん生存率の出典元：全国がん罹患モニタリング集計　2009-2011 年生存率報告
（国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策情報センター ,2020）独立行政法人国立がん研究センター
がん研究開発費「地域がん登録精度向上と活用に関する研究」平成22年度報告書

限局（早期）
がんが口の中やのどの一部にとどまっている状態です。

領域（周辺に進行）
がんが周囲の組織や頸部リンパ節に広がった状態です。

遠隔（転移あり）
肺や肝臓など、離れた臓器へ転移した状態です。

口腔がんは早期発見できれば高い治療成績が期待できます。一方で進行す
ると生存率は大きく低下するため、日常的な口腔内観察と適切な受診が重
要です。このような現状を改善するためには、治療法の進歩だけでなく、
口腔がんをいかに早期に発見し、適切な治療につなげるかが重要な課題と
なっています。

国立がん研究センター がん情報サービスの「口腔・咽頭がん 臨床進行度
別 5 年相対生存率（2018 年診断例）」では、次のような結果が示されて
います。
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2024年には、8,580名が命を落としています。
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相対生存率：診断か
ら5年後の生存率を、
一般集団と比較して
示した指標
出典：全国がん登録
生存率データ
（最新データ〈進行度
別〉シート）
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※AI 解析における感度とは、実際の病気がある人を正しく検出できる割合を示す指標です。

感度が高いほど病変の見逃しが少なくなるため、スクリーニング検査に適しています。


